
◆ 二条条間路の調査一第刑次

１はじめに

分譲住宅建設にともなう事前調査である。面積は約
8 7 0㎡、基本屑序は上から盛土、旧耕土、床土、瓦敷で、
瓦敷下が奈良時代の遺構検川面になる。遺榊検出面は標
高約60. 7ｍ～60. 3ｍ。

二条条間路は左京域では平城宮小子部門の南側正而よ
り東院の南側を通り、東大寺の西而中門に至る道路であ
る。本調査区は平城宮東南に隣接する左京二条二坊十坪
と十一坪の境界部分にあたる。調査区北側の十坪は西北
隅' ）（第80次調査：昭和47年度）・北辺部2）（第282- 6次訓
査：平成９年度）が調査され、多数の建物を検出してい
る。南側の十一坪の調査3）（第279次調査：平成８年度）
では「．」の字形の配世をもつ大型の建物が確認され、
緑紬瓦が多並に出土している。

２検出遺構

S D7 0 g O二条条間路北側溝。長さ約1 1 0 ｍにわたり検

出した東西溝。奈良時代中頃に大幅な改修があり、改修
前の溝をSD7090A、改修後の溝をSD7090Bとする。
SD7090Aは幅約3. 8ｍ､溝底は調査区束端で標高59. 2ｍ、
西端で59 . 5ｍをはかり、開削当初は西より東に向かって
流れていたことがわかる。溝の断面形状は東側では逆三
角形を呈し、西へ向かうにつれ逆台形へと変化する。こ
れは地山が東側の灰白色粘土から調査区中央より西にか
けて砂へ変化することに関係すると思われる。灰～灰褐
色の砂が堆積し、最下層は植物遺存体を多妓に含む灰茶
色粘土である。

SD7090Bは幅約2. 0ｍ、溝底は約60. 0ｍ前後で改修前に比
べ細く、浅い。調査区西側では両岸に堰板（S X 7 0 9 3・
S X7094）とこれを固定するための丸木の杭列（SX7091．
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S X 7 0 9 2）が存在し、溝岸の崩落を防ぐものと考えられる。
堆積は暗褐色粘質土が中心で、澱んでいた有様がうかが
える。粘質土の堆積を参考にすると、東から西への流れ
が想定でき、当初と流水方向が逆転している。これは後
述する門の建設による変更であろう。門の基壇は下層溝
を埋め立てた上に構築されており、下層溝から上層溝へ
の改修は門の造営にあわせておこなわれたと考えられる。
ＳＤ７１００二条条間路南側溝。長さ約1 3ｍにわたり検出
した東西溝。幅約4. 6ｍ、溝底の標高は約59. 3ｍである。
断而形状は逆台形を呈する。幾度か改修がおこなわれて
おり、最終的には当初の位慨よりやや北側に寄っている。
ＳＦ7 0 9 5二条条間路。路面幅員約1 2ｍ、両側溝心心間
で幅約16 . 2ｍをはかる。後世の瓦敷と削平のため路面状
況は明確でない。

ＳＤ７１１５東二坊坊間東小路西側溝。幅約1 . 6ｍの南北
溝で、溝底の標高は約59. 8ｍである。奈良市の調査鋤( 1988
年）で検出した坊間東小路西側溝の北側延長部にあたる。
本調査で造成当初は二条条間路上を横断していたことを
確認した。溝は白色粘質土で埋め戻されており、門造営
にともなって埋められたと考えられる。

ＳＡ７１０１築地塀。条間路南側溝S D7 1 0 0とその南側の

東西溝SD7102との間に|陥約2. 4ｍの部分があり、十一坪
の北而を区画する築地塀を想定できる。
S B 7 1 1 0 基壇上にたつ礎石建束西棟の門。南西の一部

を検出したのみで、大部分は調査区外になる◎削平され、
基壇の痕跡を確認したにすぎない。礎石は既に抜き取ら
れていたが、礎石据付掘形と根石が残存する。据付掘形
は1 . 5ｍ程の不整円形を呈し、２基検出した。この２基の
心心距離は15小尺( 約4. 5ｍ) である。

基壇は二条条間路北側溝、東二坊坊間東小路西側溝を
埋めた上に造成している。基壇造成土は粘質土を主体と
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し、砂が主体の北側溝の埋土とは明瞭に区別できる。
基壇は掘込地業をともない、爺下部には直径1 0 ～
3 0ｃｍの両輝石安山岩を主体とした石を敷き詰めている。
また、造成の途中で、方形に穴を掘り、石を組み合わせ
るように詰めている状況も確認できた。これは軟弱な地
盤に補強をほどこしたものと考えられる。

南辺においては、地覆石の抜取痕跡と、雨落溝を検出
した。雨落溝は痕跡をわずかに留める程度であった。
ＳＢ７１１６・ＳＡ７１１７･ＳＡ７１１Ｂ調査区南西隅にある掘

立柱建物、あるいは塀と考えられる遺構。いずれも一部
分のみで、性格等はあきらかでない。
ＳＤ７１０５門S B 7 1 1 0 の基壇西辺を破壊して掘られてい

る南北溝。溝堆積土から平安時代の緑和陶器、墨書をも
つ土師器、柱材、焼印をもつ角材が出土した。
ＳＸ７１１９調査区内の北側一面に敷き詰められていた

瓦・牒敷。また、奈良時代の丸瓦を樋状に組み合わせて
いる状況も確認した。これらの瓦は大半が小片で、瓦敷
中に緑紬陶器や瓦器の細片が混じっていることから、平
安時代以降に平城宮・京の瓦を再利用して敷き詰めたも
のと考えられる。（金田明大）

二Zン
＝

下胴
(SD7090A）

図６８二案条間路北側溝SD70gO断面図（Y= - 17 , 7 5 7）

銅８年（715 ) 、⑬の神他５年（728 ) 、⑨の神（亀力）
( 724～729) 、⑥．③．⑮の天平20年（748) 、⑪の天平…
( 729～767）がある。これらを含め、郡里制下（大宝元年
[ 701］～霊亀３年［717 ] ）の年紀または地名表記をもつ
ものが９点、郡里制または郡郷里制下（大宝元年［701］
～天平12年［740 ] ）のものが４点、郡郷里制（霊地３年
[ 717］～天平12年［740] ）下のものが５点、郡郷里制ま
たは郡郷制下（霊屯３年［7 1 7 ] ～）のものが９点、郡郷
制下（天平12年［7 4 0］～）のものが３点ある。これらの
分布をみると、調査区巾

３出土遺物

央部の約4 0 ｍの範囲では

郡郷里制以後（7 1 7年～）
のものが集中し、郡里制

のものがみられないのに

対し、その他の地区はほ

とんど郡里制のもので占

められるという際だった

偏りを示す◎

内容をみると、後宮務

所からの文書木簡②が注
目される。文意は不明で

あるが、「後宮」の語が律

令の規定通り用いられて

いたとすると、妃、夫人、

蹟を指す。出土したのが

現法華寺、つまり藤原不
比等邸のすぐ南であった

ことを考えると、立后前

にここに居住していた聖

武夫人藤原光明子にあた
為可能‘ 岬が高く、この木

木簡

木簡は合計52 6（2 3 2）点（括弧内は削屑。内数。以下
同）出土した。内訳は、二条条間路北側溝S D7 0 9 0から
502（228）点、二条条間路南側溝SD7100から１５（４）
点、このほか出土地点不明のものが９点である。このう
ち、主なものの釈文を別掲した。

SD7090では、SD7090Aから475（209）点、SD7090B
から８（４）点の他、層位不明のものが1９（1 5 ）点出土
した。S D7 0 9 0 Aでは、年紀を記したものとして、⑭の和
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簡は光明子の家政機関から発給された文書ということに
なる。なお以上の推定が正しければ、日付が「閏９月２

日」とすると神亀４年（7 2 7）以外に可能性はなく、光
明子が皇子を出産する（閏９月2 9 日）直前である。

光明子に関係する可能性があるものとしては、「右大
殿」と記した付札⑱がある。これが右大臣を指すとすれ
ば、藤原不比等、長屋王あるいは藤原武智麻呂が候補と
なろう。

また、付札が多いことが注意される。貢進地別にみ
ると、駿河国駿河郡古家里（④など２点) 、近江国浅井
郡（⑤など３点) 、丹波魁氷上郡（⑩など２点) 、阿波
脚板野郡（⑫など３点）に偏りがある。税ｕをみると、
庸米付札（⑥．⑫．⑬など明記されたもの８点、その
他可能性の高いもの４点）が多い。これには越中国術
士養銭付札（⑦。③の２点）も併せて考えるべきであ
ろう。なお、③にみえる「宮作衛士」は、宮の造営に
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蕎麦

携わるべき衛士が存在したことを示しており、軍防令第

1 1条術士上下条の「即非別勅、不得雑使」の規定との関
わりで注意される。

この他、宿直を報告する文書木簡①、造営資材に関す
る木簡（③など３点) 、左衛士府関係の付札⑰、薬の封
織木簡⑲、論語の習普（⑳．⑳の２点) 、銭付札など銭
に関するもの（⑯など４点）が注意される。なお、⑯の
銭付札にみえる丸部鵬守は、正倉院文書に天平1 1 年

( 7 3 9）～天平20年（7 4 8）にかけて経師などとしてみえ
る人物と同一人かo

S D7 0 9 0 Bからは和銅口年９月とみられる年紀をもつも

の＠が出土した。削屑であるため、木簡作成の日付を示
すか否かはあきらかではない。

S D7 1 0 0では下層から６（３）点、上層から９（１）
点出土した。上層から神危元年（7 2 4）の年紀をもつ書
状⑳が出土している。（古尾谷知浩）

図７０第２Ｂ1次調査出土木製品・金属製品（１～1 6は１：３，１７．１８は２：３）
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さらにｋの侠胴が瓦の1 1 t がもっとも多く軒丸凡1 7 点、

卿: 平凡2 8 点がある。法華寺造営期のものは6 2 8 2 が１点、

6 1 3 7 Cが１点、61 3 8 Bが２点、67 1 4Ａが１点、67 1 6Ａが２

点、6 7 2 1 Cが１点、6 7 2 1 J が１点あり、阿弥陀浄土院造営

期のものは、6 1 3 8Ａが1点、6 1 3 8 F が２点、6 1 3 8 Hが２点、

6138 J が２点、6767Ａが１点、6767Bが２点、6768Ａが４

点、6 7 6 8 Bが２点があるほか、平安の7 2 8 3 Ａ・7 7 3 4 Ａと中

' 1 t に下るものが１点ずつある。喋胴は中世の整地土であ

るからどこより運んだか問題だが、凡の組成からみて阿弥

陀浄- 上院南而築地を南に崩した．' ' J 能性があろう。

門SB7110の雨落瀧からは6126Ａが１点、6138 J が２点、

6 7 1 6 Ａが１点出土した。（岩永省三）

上器

二条条間路北側溝S D7 0 9 0 を' ' 1 心に多・雌の土器が出土

した。一部であるが下MS D 7 0 9 0 A より出土したものを中

心にとりあげる。

①ＳＤ７０９０Ａ出土土器（似1 7 1 ）本満出土の土器はいず

れも平城宮- ｋ器Ⅱ～Ⅲ期のものを中心にしている。

土師器坪（１）外而はナデ調繋である。内面は１段の放

射状略文を施し、底部にラセン状の略文を施す。

土師器壷（２）小型のものである。手づくねで作成され、

外ｌｍの胴部～底部にかけて指頭圧痕が残る。

表１５第2 8 1 次調査出士瓦箪類集計表

木製品・金属製, H，

木製i f I はS D7 0 9 0から64 5点など合計666点が出土した。

以下に代表的な資料を示す（図7 0 ) 。いずれもS D7 0 9 0 1 1 I

土で、とくに示すもの以外はヒノキ製である。

１．２は曲物。２は底板を欠き、側板内I I i i の痕跡より

推定。S D 7 0 9 0 では曲物底板が3 6 点出土。３．４は匙。

３はモミ属。５．６は杓- f o S D7 0 9 0 では杓子2 2 点、匙９

点が出土。７は漆刷毛。先端を割り裂き、毛を挟む。８

は工具柄。柄元はハバキを装藩すべ< 、厚みを減ずる。

下端は目釘の穴を残して欠損◎ 裏面には身の茎の跡が変

色して残る。トネリコ属。９は釘の様。１０～1 2 は人形。

１２の目鼻は細かな痕跡。形代・斎串はS D 7 0 9 0 から2 2 点

出土◎ １３は拍板。同様のもの3 枚出土。数枚をつづり、

左右に開閉し、打ち鳴らす楽器。１４は琴柱。１５は不明木

器。而而とも丁寧に削る。上部に方形穿孔、裏I I i i 下端に

は割りあとが残る。１６はすりざさら、モミ属。１７は銅製

銘尾。黒漆が残る。１８は鉄鎌。（加藤真二）

他にS D7 0 9 0 Aより和同開弥が2 8枚、S D7 0 9 0 Bより和同

開弥１枚、神功開賓１枚、S D 7 1 0 0 より神功開街１枚が

出土している。S D7 0 9 0 Aの和同開弥はいずれも洲秀区１１１

央部に. 砿なるような形で出土している。いずれも「隷開

和同」と呼ばれているものである。いずれも調杏区' ' 1 央

部に重なるような形で出- t したことから、これらは離し

銭の状態で稚内に埋没したものと考えられる。（金田明大）

瓦坤類

二条条間路北側溝S D7 0 9 0 Aからは、6 1 3 5 Ａが１点、

6 3 1 1 B a が２点出土したにすぎない。S D7 0 9 0 Bからは、平

城宮軒瓦編年１期（6284C) 、１１期前半（6285A、6311Ａ、

6313Ａa，6313G，6664, , 6685Ａ，6685C) 、Ⅱ期後半～

Ⅲ期（6131Ａ、6282, , 6282E，6663Ａ、6663C、6681Ａ、

6 6 8 1 B）の瓦が出土したが、法華寺造営期の61 3 7 C - 6 7 1 6Ａ、

6138B- 6714Ａや阿弥陀浄土院造営期の6138Ａ．Ｆ・Ｈ～J ‐

6 7 6 7 . 6 7 6 8 の組み合わせはみられなかった（表1 5 ) ◎

二条条間路南側溝S D 7 1 0 0 からは、５点の軒瓦が出土

した。検出区間が短いが、北側溝と異なり法華寺・阿弥

陀浄土院期の瓦がみられないのは、この満の瓦が韮とし

て南側の十一坪に由来するからであろう。

S D 7 0 9 0 廃絶後の繋地土（灰褐砂質土・暗灰士）から

は、Ⅲ期以前の凡に加えて、阿弥陀浄土院の6 7 6 7 Ｂ・

6 7 6 8 Cや平安に下る7 7 5 1 Ａが出上した。
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軒丸瓦
型式麺

6 1 2 6 Ａ
６１３１Ａ
６１３５A
6 1 3 7 C
6 1 3 8 Ａ

Ｂ

Ｆ
ＩＩ
Ｉ

Ｊ
つ

6 2 2 5 Ａ
6 2 2 9 Ａ

６２７４Ａｃ
６２８２Ｂａ

Ｄ

Ｅ
Ｉａ
？

6 2 8 4Ｂ
Ｃ

将メL 瓦 ‘ i 1 ．１８８
丸瓦

ｌ１ｔＩＩｔ；2, 090. 6ｋｇ
I 巳 ｡ ■ ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ■ F ● ● ● ■ ■ ■ ● ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ｡ ■ ■

点数１１．１，７４９
平瓦

｣Ｉ. …11t …! …狸亙煙
点敢；2 9 . 4 0 8

点数 型式種ｉ点数

8 ５Ａｉ４

6 3 0 1 Ｂｉｌ
６３０８Ａａｉｌ

Ｂｌｌ
？； 1

6 3 1 1 ＡＩ２
Ｂａ：2

6 3 1 3 Ａｉ２
Ｇｉｌ

ｊ( ! 式ｲく明ｉ３３
ｎ肌時代！’
､ １２亥時代ｉｌ
巴凡ｉｌ

壇

. 『Ｋｊｌｔ155. 1ｋｇ
■ 印 ■ 亨一 ﾛ ﾛ ｰ ‐ マーーー勺＝ロー＝ ･ ‐ ローーーーーー ■ 画一

点数：５７
凝灰岩

典…1k…』……梨鱒
数Ｉ７

軒平瓦
型式種ｉ点数

6 6 4 3 Ｃｉｌ

６６ｌｌＡｉｌ
６６６３Ａｉ３

Ｂｉｌ
ＣＩ３
？ｉｌ

６６０ｌＤｉ２
Ｆ：ｌ
Ｎｉｌ

６６６７Ａｉ８
６６７１Ｂｉｌ
６６８１Ａｉ２

ＢＩｌ
Ｅｉ２

６6 8 2 ＣＩｌ
ＦＩｌ

６６８５Ａｉ３
ＢＩｌ
ＣＩ１

６６８８Ａｂｉｌ
６６９１Ａ１４

粁平瓦i ｉＩ

道具瓦・その他

l mf 瓦
拠§|･瓦
刻印平瓦「三」
道典瓦
凡製円盤

型式極

6 6 9 1 Ｂ
6 6 9 4 A
6 7 M A
6 7 1 6 Ａ
6 7 2 1 Ａ

Ｃ

G a
l l a

6 7 3 2 Ｃ

6 7 6 7 Ａ
Ｂ

６７６８Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

型式不明
平安時代
中１１１：

点数

２
１
２
３
１
２
１
１
２
４
１
１
４
５
２
２
１
８
３
１

２

1０７
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ここで、本調査で検出した門S B7 1 1 0の性格について考
察してみよう（図7 3 ) 。規模は東二坊坊間東小路の中軸
線5 ) を参考に推定すると、桁行３間で柱間寸法は１５尺等
間の門を復原できる。東大寺転害門、法隆寺東大門とい
う現存する奈良時代の門はいずれも桁行３間で、桁行柱
間寸法をみると、転害門は中央間20尺・両端間17尺、法
隆寺東大門は中央間1 3尺・両端間９尺であり、これらと
比較すれば、S B7 1 1 0は両者の中間に位瞳している。
S B7 1 1 0は、柱間寸法をみる限り、奈良時代の門では大型
の部類に入るといえるだろう。一方、二条条間路と東二
坊坊間東小路の交差点に設けられているという位置を考
えると、少なくとも西限を平城宮、東限を東二坊大路、
南限を二条条間路とする２町以上の敷地をもつ区画に開
く門と考えることができる。また、道路上に張り出して
建つ点も特筆される。

ここで考えられるのは、北側に存在する法華寺との関
係である。法華寺は藤原不比等邸を娘の光明子が平城迷

／

４門ＳＢ７１１Ｄの性格

憲二Ｉ 一
一
一凸

一
一
一
‐
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ニニン！

土師器皿（５）外面はナデ調整。内面は一段の放射暗文都後の天平17年（745）以降に寺院に改めたもので、総
を施している。底部外面に「養船鴫」「放鳥数百龍」「馬国分尼寺として、総国分寺である東大寺と並び奈良時代

図７１S D 7 0 g OA 出土土器１：４

で三一

養」と墨書されており、放生会に関連する内容をもつも
のとして注目される。SD7 0 9 0 B出土。

土師器皿（６）内外面に墨書を多く施している。いずれ
も筆慣らし等の目的で書かれたようである。小片ではあ
るが緑紬陶器をともなって出土した。SD7105出土。

（金田明大）

６
l_．

言王璽iｉ 暦二塁′《

８

一

／、－－

一重種=雲：

須恵器蓋（３～５）５は茶灰色を呈し、ロクロメが明瞭
にみえる。尾張猿投窯の産と考えられる。

須恵器坪（６～1 1）７は底部外面に回転へラケズリをお
こない、高台との間に稜をもつ。１０．１１は墨書をもち、
｢ 長□｣ 、「林」と書かれている。

須恵器蓋（1 2）大きなつまみをもつ、特殊な形状である。
壷の蓋と考えられる。

須恵器壷( 1 3）外而肩部に緑～白色の自然和が付着する。
焼成時に大きく焼け歪んでいる。

須恵器蓋（1 4）明灰色を呈する。硬質に焼成されている。
外面は平行タタキ、内面は同心円上の当て具痕をナデ消
している。

須恵器盤（1 5）釣手が２本１対で胴部に付く。
②調査区内出土土器（図72）
土師器坪（１）内外面とも回転ナデを施している。外面
に粘土輪積の痕跡が残る。SD7090B出土◎

緑紬陶器段皿（２）白色、軟質の素地に緑和を全面に施
刑Ｉする。見込の部分にはミガキを施す。貼付高台をもつ。
尾張猿投窯の製品か。瓦敷出土。

須恵器壷（３．４）３は白色で軟質の焼成であるが、外
面に炭素を吸着させており、表面は黒灰色を呈する。横
瓶の可能性があるoS D70 9 0B出土。４は漆が内面全体に
付着している｡ 割れ口にも一様に漆が付着しており、打
ち割られて使用されたのであろう。外面も漆が滴れた状
態で付着する。S D7 0 9 0 B出土。

一
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郎氏は二条条問路を南限と考え、南大門が二条条間路に
附かれていたとした' 0 ) 。本調査による門の発見により、
法華寺の寺域が二条条間路を南限とする可能性を高めた
といえるだろう。

ところで、法華寺の中心伽礎である金堂、講堂、東西
両塔などは現在の寺域を中心とした二条二坊九坪に存在
したと考えられI ' ) 、その中軸線は平城遷都以前より存在
する隅寺（海竜王寺）の占地にも影禅されて、条坊区画
とは一致しない。一方、本調査において検出したS B7 1 1 0
は条坊に一致させて設けられており、その中軸推定線は
法華寺I +1心伽聴の中軸線より束に約24ｍずれる。また、
阿弥陀浄土院が本門と中心伽藍との間に存在することか
らみても、SB711 0を法華寺中心伽藍の南大門と考えるこ
とは難しい。

以上から、本調査で発見した門SB7110は、法華寺の中
心伽藍、付属施設、阿弥陀浄土院等を含めた寺域南辺中
央部に設けられた門として理解される。条坊制に則って
築かれたこの門と法華寺I | ｣心伽藍の中軸線のずれは、藤
原不比等邸をもとにしながら長期にわたって継続的に建
設がおこなわれた法華寺の造営過程を示す痕跡とみるこ
とができるのではないだろうか。なお、法華寺南大門は
阿弥陀浄土院の区、をへだてた、一町北側の二条条間北
小路に面し、中心伽藍の軸線上に存在すると理解するの
が適当であろう。
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における中心的な寺院である。また、門の北西にあたる
左京二条二坊十坪は阿弥陀浄土院の地に比定されてい
る。阿弥陀浄土院は法華寺の四南隅に存在したことが
『続日本紀』にみえ6) 、中世の「佐保新免川土|帳7) 」にも
「浄土院」の名称がみえること、「浄土尻」の小字名が現
在もこの周辺にあることなどがその根拠である。したが
って、検出したSB7110は不比等邸、不比等死後の邸宅、
法華寺のいずれかに属する門である可能性が高い。
つぎに発掘調査による1M土遺物をみてみよう。門の基
壇造成に際して埋められたと考えられる、SD7090Aにお
ける妓新の紀年木簡は天平2 0年のものであり、門の造憐
年代はこれ以降となる。また、門の基埴を破壊して掘ら
れた溝SD7 1 0 5の出土遺物から、門の存在下限は平安時
代とすることができる。したがって、この門は奈良時代
の後半に建築・使川されたといえ、不比等邸にともなう
門ではなく、法華寺に関連する可能性が高い。なお、中
世の「法華寺、畠本券s ) 」には調査区南側の左京二条二
坊十一坪を「南大門路」と呼称しており、中1 1 t までなん
らかの門の存在が意識されていたようだ。

法華寺の寺域は、先行する藤原不比等の邸宅の占地や、
平城宮との関連といった視点を含め、古くから議論の対
象となっている。喜、貞吉氏は先述の「法華寺、畠本券」
の記載から、阿弥陀浄土院を寺域内に含めず、寺域の南
限を二条条間北小路と考えた9 ) 。これに対して太田博太

図７２第2 8 1 次調査出十十器１：４
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図７３法華寺寺域と門ＳＢ７１１０の関係１：４０００

５まとめ

観が一変した。阿弥陀浄土院推定地にあたる十坪には水
田内に大きな石が存在し、内部圃池の立石ではないかと
の意見もある。現在、この周囲だけが水田として箱庭的
に残存しており、開発の手は確実に伸びてきている。い
かに遺跡保存と調査成果の活用を図っていくか、という
問題を浮き彫りにした調査であった。（金田明大）

本調査では、条坊道路の側溝をほぼ１町ぶんの長さに
わたり調査することができた。門の発見により法華寺の
寺域について考察できるデータを提示できたことと、側
溝から木簡をはじめとする多量の遺物の出土をみたこと
が特筆できる。

しかし、現在では都市化の波を受け、本調査を含めて
法華寺周辺の開発事前調査が増加し、１９９６．９７年度で左
京二条二坊十一坪はそれまでの水田から、住宅地へと景

註）
１）「第80次調査」『昭47平城概報( 2) 』
２）本年報66- 67頁
３）「左京二条二坊十一坪の調査」（『年報1997- 皿）
４）奈良市教委「左京二条二坊十一・十I I L 1坪境小路の調査第
151次」（『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書昭和63年度ｊ
1989年）

５）上記文献、東二坊坊間東小路の中軸線はＹ＝- 17. 656. 315
６）『続日本紀』天平宝字五年六月庚申条
六月庚申、皇太后の周忌の斎を阿弥陀浄土院に設く。そ
の院は法華寺の内、西南の隅にあり。忌の斎を設けむが
為に造れり。その天下の諸国は各々 国分尼寺に阿弥陀丈
六像一躯、挟侍菩薩像二躯を造り奉る。（岩波書店・新
日本古典文学大系本による）

７）応永13年( 1406) 成立。
８）『三簡院家抄』所収。成立は応仁２年( 1468) ～文明元年
（1469 ) と推定されている。

９）喜川貞吉｢平城京及大内裏考評論( 八) 」（『歴史地理』
１３－４１９０９）

１０）太田博太郎｢法華寺」（『大和I I i 寺大観第五巻』１９７６岩
波普店）

１１）前掲註10) 。このうち、西塔は宝永I 川年( 1707) の地震ま
で残っていたことが知られる。

● 調査日誌から1 9 9 7 年６月6 日
夏を思わせる暑い日。東一坊大路西
側溝から出土したばかりの木簡を見て
いた某調査員は、驚きの声をあげた。
その木簡は残念ながら上端が欠けてい
て、表裏ともに上の一文字が読めなか
ったが、表には「善妻姿時来｣ 、裏には
｢ 眼見眼見不如手作」と記してあったの
だ。これは、何かの文章を書き写した
ものか、はたまたまじないに使ったも
のなのか。
おりしも、この発掘調査にあたって
いる調査員には、総担当者をはじめ、
独身者が３人いた。そのうえ、調査部
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初の女性調炎員、花の独身Ｈ嬢も新人
研修として参加していた。それからし
ばらくしてからでしたね、キミが来年
結婚することが明るみにでたの
は・・・、木簡をとり上げた今年の年
報編集者．Ｈ君！！この木簡は、婚期の
到来を告げ、祝福した地1 1 . 1からのメッ
セージだったのですね。
その後、もう一人の独身調査員Ｓも
電盤的な結幡を果たし、バラ色の新婚
生活を送っているらしい。まさに、木
簡の霊験あらたかといったところだが、
総担当者。Ｙ君だけはまだ独身のまま
である。彼は、今度こそ自分の分を掘

り出そうと、次の現場の二条条間路北
側溝での捲土重来を期しているという
もっぱらの噂である。
実は、この妻を迎える木簡、きっと
本来は２枚セットだったのだと思う。
もう１枚の「楽旅行往時亦来」と記し
た木簡は、闇から闇に葬られてしまっ
たのではないか。そのため、ＨもＳも
結婚式は挙げたものの、新婚旅行に行
くことはできずに、滅私奉公している。
今度の発掘では、２枚ともに掘り出さ
なくてはいけませんよ、Ｙ君１１
ともあれ、皆さん、ご結婚おめでと
うございました。（Ｔ）


